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●．伊勢市宿泊税条例の概要

（１）条例制定の趣旨

市民生活と調和した持続可能な観光地の実現を目指し、来訪者の受入環境の充実及び観光資源の魅力向上に資する施策に要する費用に充てるため、

宿泊税を課すこととする。本条例は法定外目的税である宿泊税を導入するにあたり、地方税法の規定に基づき、課税の根拠として制定しようとするもの。

（２）条例の概要

税制度

税率 １人１泊につき200円　　　※課税免除、免税点は設けない

納税義務者
宿泊施設(※)において、宿泊料金を受けて行われる宿泊に対し、その宿泊者に課する。

※旅館業法に規定する旅館、ホテル、簡易宿所（下宿営業除く）＋住宅宿泊事業法に規定する民泊施設

徴収方法 特別徴収（市に代わって特別徴収義務者が税金を徴収し、市に納入する方法）

特別徴収義務者 旅館業法又は住宅宿泊事業法に規定する事業を営む者

減免 天災その他特別の事情がある場合において、必要がある場合は宿泊税を減免することができる。

特 別 徴 収
義 務 者 の
義 務

経営申告書の提出 経営開始日の前日（条例施行日の前日）までに施設概要等を市へ申告しなければならない。

納税管理人の定め
市内に事務所等を有しない場合は納税に関して便宜を有する者を納税管理人として定めなければならな

い。 正当な理由なく納税管理人を定めなかった場合は、10万円以下の過料を科する。

申告・納入

毎月末日までに、前月１日から同月末日までの期間に徴収すべき宿泊税に係る宿泊の総数、税額その他必

要な事項を記載した納入申告書を市長に提出するとともに、その申告した納入金を納入書により納入しな

ければならない。ただし、申告納入すべき税額が一定額以下であること等、一定の要件を満たす場合は、

３か月ごとの申告納入とする。

帳簿等の記載、保存等

宿泊税に関する帳簿を備え、必要事項を記載して一定期間保存しなければならない。また、売上伝票等の

書類についても、作成したものを一定期間保存しなければならない。（電磁的記録での保存も可とする。）

なお、これらの義務に違反した者は１年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金に処する。

そ の 他 使途の公表 毎年度、宿泊税の使途及び内容を取りまとめ、公表することとする。
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●.伊勢市宿泊税　特別徴収義務者支援策

１．特別徴収事務報償金

市内の宿泊事業者に対し、新たに特別徴収義務者としての義務を課すことになるため、特別徴収にかかる帳簿の記載・

保存、申告などの事務負担に対する対価や期限内納入の意欲高揚を目的として、一定額を交付するもの。

●交付額　　　　　　　　　期限内に申告納入された宿泊税額の3.0％を交付

　　　　　　　　　　　　　　　（交付率は2.5％を基本とし、課税開始後５年間は0.5％を加算する）

２．宿泊税システム整備費補助金

●交付額　　 　　　　　　 補助対象事業に係る経費の10/10

●交付限度額　　　 　　 50万円（機器購入費については20万円）

●補助対象事業　　　　　レジシステムの改修及び構築費、ソフトウェアの改修及び購入費、PC・タブレット等機器購入費、

　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰ改修費等　　※宿泊税の導入に伴う経費であること

宿泊税の導入に伴う宿泊事業者のシステム整備を支援し、事務の電子化を含めた負担軽減及び宿泊税の円滑な徴収を

図る目的で、一定額を交付するもの。

●支出見込額　　  　　　3,000万円

●年間見込額 　　　 　　510万円（１．７億円×3.0％）

産業建設委員会　資料１－３
令和７年５月２８日
担当：産業観光部観光振興課
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総務政策委員協議会　資料１－３
令和７年５月３０日
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●交付方法　　　  　　　 申請に基づき交付



●　宿泊税の使途

観
光
課
題

二次交通

• タ ク シー不足
• バス ド ラ イ バー不足
• 公共交通利用促進

周遊促進

• 良好な滞在環境
• 観光消費拡大や経済循環
• 観光コ ンテンツ 強化・ 充実

イ ンバウ ンド

• 対応可能な人材確保
• 受入環境整備
• 認知度向上、 来訪促進

観光危機管理

• 自然災害、 帰宅困難者対策
• 大幅な来訪者増への対応
• 大規模イベント ・ 催事対応

宿泊の魅力向上

• 宿泊によ る 滞在価値向上
• 宿泊型観光誘客支援
• 人材、 後継者不足

国内及び伊勢市においても人口減少や少子高齢化が進展する中、第63回神宮式年遷宮に向け、来訪者の増加を見込ん

でおり、訪れる人だけでなく住む人も満足できる持続可能な観光振興、経済の好循環化に取り組む必要があります。

（１）　５年間で活用を想定する事業費

【Ａ】宿泊税収入：850,000千円（５年総額）［200円×85万人（※）×５年］
　　　　※宿泊者数は近年の実績に基づき想定しています。上記収入には、今後新設を予定している宿泊施設の宿泊税額は含んでいません。

【Ｂ】特別報償金：25,500千円［【Ａ】×（2.5％＋0.5％）］

８２ ４ ，５ ０ ０千円

地域経済活性化、 好循環のイ メ ージ

産業建設委員会　 資料１ －4
令和７ 年５ 月２ ８ 日
担当： 産業観光部観光振興課
総務部課税課

総務政策委員協議会　 資料１ －4
令和７ 年５ 月３ ０ 日
担当： 産業観光部観光振興課
総務部課税課
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（２）　使途の三本柱

①来訪者の満足度、受入環境の向上

ライドシェア促進

観光客及び市民もタクシー不足により利用できない状況にある。担い手不足が一因であるため、速やかに解消す
る事業として、ライドシェアを促進する。
※ライドシェア：タクシー事業者の管理のもと、地域の自家用車・一般ドライバーが有償で運送サービスを
　提供するもの

自動運転バス導入 主要な観光路線において「自動運転レベル４」の大型バス有償運行を目指す。国補助を受けながら、実証実験を
行っているが、ドライバー不足や将来的な各路線確保を見据えて取り組みを強化する。

サイクルツーリズム推進
旅行形態の多様化や健康志向への対応のほか、交通混雑回避策として、自転車を活用しやすい環境を整えるため、
宿泊施設や観光事業所へのサイクルラック設置の支援等を行う。

サイン整備 観光地や文化関連施設へ誘導するサイン等について、景観に配慮した更新を行う。このほか、特に外国人旅行者
には、交通機関の乗降や乗り換えが分かりづらいという課題への対策として、英語併記や案内を行う。

観光客受入基盤整備 手荷物預かり所の機能向上や、市内各地に設置されている観光地周辺トイレの洋式化や多目的化、照明の長寿命
化のほか、防犯カメラを活用した防犯対策の強化を行う。

宿泊施設改修の支援 観光客受け入れのために、宿泊施設の価値を高める改修（トイレ洋式化や多目的化、増築、バリアフリー対応
等）を行う際に一定の補助等の支援を行う（ただし、国・県の支援制度との併用は不可を前提とする）。

インバウンド受入支援 市の歴史や文化を生かした体験コンテンツを増やすとともに、訪日外国人から日本の精神文化を知る観光地とし
て選ばれるようインタープリターの養成及び利用促進を行う。

宿泊税の使途については、「住んでよし、訪れてよし」の持続可能な観光地づくりのため、

「①来訪者の満足度、受入環境の向上」、「②観光資源の発掘、磨き上げ」、「③持続可能な観光地づくり」を三本柱に取り組みます。　

なお、概ね５年の間に行う事業を示しています。
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②観光資源の発掘、磨き上げ

公共交通利用
・魅力ある歩行空間創出

鉄道利用者の玄関口である主要駅周辺のにぎわいや、滞在時間の延伸・周遊性を高めるため、外宮参道や二見地
区、伊勢市駅前商店街、高柳商店街、新道商店街等の町並み整備や、物語性などに基づいた散策資源への誘導な
ど、滞在空間やまちなかのウォーカブル等、歩行空間の創出を推進する。

文化観光の推進
令和８年開館予定の「郷土資料館」や改修後の「賓日館」における文化財・伝統行事等企画展示や市内の歴史・
文化を生かした施設等への周遊促進により、知的好奇心を満たす観光の促進と満足度向上を図る。

平日宿泊等促進
地域経済を維持・拡大するため、旅行会社や、マーケテイングに基づくターゲット層への平日限定企画や早朝夜
間などのコンテンツを生かしたクーポン発行等のキャンペーンにより、旅行者の分散来訪を促進する。

③持続可能な観光地づくり

景観保全
旅行者が滞在期間を快適に過ごすことができるよう、観光客が訪れたり通過する景観の保全や環境維持のための
対応を強化する。また公共施設マネジメントに基づく整備・改修を行う。

帰宅困難者用の
備蓄物資配備

南海トラフ地震の発生など、災害発生時には、多数の観光客が帰宅困難者となる。その備えとして、内宮エリア、
外宮エリア、二見エリアへの対応を想定した備蓄物資を配備する。

観光バリアフリー促進
個々のバリアに対応するための情報収集・発信を強化する。また、障がい者サポーター登録支援等によりインク
ルーシブな観光を支える人材育成を行う。

団体旅行の誘致促進 大規模なスポーツ大会、文化大会、学生団体の誘致促進により、宿泊を伴う誘客や将来的な再来訪推進を図る。

観光人材育成
災害が発生した際、旅行者の不安は非常に大きいため、観光事業従事者の防災士資格取得支援やインバウンド需
要に対応できる人材を増やす勉強会等を実施する。

観光マーケティングの推進
伊勢に愛着をもつ顧客層や、さまざまな年代が伊勢を訪れる効果的な機会提供を行うためのマーケティング調査
を推進する。

観光事業者提案事業 市内観光関連事業者の提案による事業化 3



伊勢市中心市街地活性化基本計画について 

 

１　第２期基本計画の概要（計画期間：令和３年度～令和７年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　

中心市街地における、かつてのにぎわいを取り戻すために、平成28年度から第１期基本

計画に基づき官民連携して事業に取り組んだ結果、一部ではにぎわいが創出された。 

このにぎわいを更に区域全体へ広げていくために、令和３年度からの第２期基本計画を

策定し、商業における雇用機会の改善対策、中心市街地での居住人口対策、歴史・文化を

活用した観光対策を中心に、住民と来訪者に「選ばれるまちづくり」を進めている。 
 

２　定期フォローアップの概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　内閣総理大臣の認定を受けた基本計画は、各年度終了時の中心市街地の概況、目標の達

成見通し、取組の進捗状況などを自己評価する定期フォローアップの実施が必須事項とな

っている。中心市街地活性化協議会と連携してフォローアップを行うことにより、改善策

を検討し、目標達成することを目指している。 
 

３　令和６年度終了時点の主な成果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

４年目の令和６年度は、本市を訪れる観光客や中心市街地の宿泊者の増加など、新型コ

ロナウイルス感染症の影響から脱却したといえる。 

「伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業」や「宮後1丁目1号線整備事業」などのハ

ード事業も順調に進捗し、商店街関係者の積極的な働きかけにより、新規出店が促された。 

基準値にも及ばなかった目標指標もあることから、最終年度となる令和７年度は、人々

が集い賑わいのあるまちを目指し、関連事業を引き続き実施するとともに、伊勢まちづく

り株式会社が中心となり、官民連携した魅力あるまちづくりを進め、中心市街地の活性化

に繋げていく。 
 

４　目標指標に対する調査結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

※達成状況　Ａ：目標達成　Ｂ：基準値達成　Ｃ：基準値に及ばない

 ①目　標 ②目標指標 ③基準値 ④目標値 ⑤最新値 ⑥達成状況

 

1

商業の活性化とま

ちなか回遊性の向

上

商店街等の 

歩行者通行量

3,943人 

（H30年度）

4,140人 

（R7年度）

3,543人 

（R6年度）
Ｃ

 

商店街の 

新規出店数

10店舗 

（単年度平均値） 

50店舗 

（H27～R元合計）

11店舗 

（単年度平均値） 

55店舗 

（R3～R7合計）

13店舗 

（R6年度） 

41店舗 

（R3～R6 合計）

Ａ

 

2

都市機能の強化と

活発な地域活動に

よるまちなか居住

の促進

中心市街地の

居住人口の 

社会増減

△177人 

(H27～R元合計）

±0人 

（R3～R7合計）

△2人 

（R6年度） 

△78人 

（R3～R6 合計）

Ｂ

 

3

観光の取組による

中心市街地のにぎ

わい向上

観光関連施設

等の利用者数

49,337人 

(H27～R元年 

平均値)

53,300人 

（R7年）

46,869人 

（R6年）
Ｃ

産業建設委員会資料２－１ 
令和７年５月28日 
担当：都市整備部都市計画課
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令和６年度 伊勢市中心市街地活性化基本計画の定期フォローアップに関する報告 

令和７年５月 

伊勢市（三重県） 

○計画期間：令和３年４月～令和８年３月（５年） 

 

Ⅰ．中心市街地全体に係る評価 

 1．令和６年度終了時点（令和７年３月 31 日）の中心市街地の概況 

本市では、第１期伊勢市中心市街地活性化基本計画により徐々に広がってきたにぎ

わいを、中心市街地全体の更なる活性化へと繋げるため、第２期計画を策定し、46 事

業に取り組んでいる。 

４年目となる令和６年度は、市内を訪れる観光客や中心市街地の宿泊者数の増加、

新規出店の増加など、新型コロナウイルス感染症の影響から脱却したといえる。 

伊勢神宮（内宮・外宮）参拝者数は、令和５年の約 717 万人に対し令和６年は約 754

万人と約５％増加し、今後は第 63 回神宮式年遷宮へ向けた諸行事が始まり機運の醸成

も見込まれることから、参拝者や観光客の更なる増加が予想される。　　 

また、中心市街地内の宿泊者数については、令和５年度を更に上回る結果となり、

宿泊施設の増加傾向がひとつの要因として考えられる。ハード事業についても、「伊

勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業」は順調に進捗しており、「宮後１丁目１号

線整備事業」などは予定通り完了している。 

さらに、商店街では、商店街関係者の店舗所有者への積極的な働きかけにより「貸

せる空き店舗」を増やし、新規出店を促した。また、各イベントを実施し大きなにぎ

わいを創ったことにより、歩行者通行量は増加傾向にあるが、更なるにぎわいの創出

が必要である。 

今後も、人々が集いにぎわいのあるまちにするため、関連事業を引き続き実施する

とともに、伊勢まちづくり株式会社が中心となり、官民連携した魅力あるまちづくり

を進め、中心市街地の活性化に繋げていく。 

 

【中心市街地の状況に関する基礎的なデータ】　　 
(１)地価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円/㎡） 

 

 

 令和 2 年度

(計画前年度)

令和 3 年度

(１年目)

令和 4 年度

(２年目)

令和 5 年度

(３年目)

令和 6 年度

(４年目)

令和 7 年度

(５年目)

 中心市街地内

商業地域 
（一之木 2 丁

目 2280 番）

50,500 49,400 48,500 48,000 47,700

 中心市街地内 
商業地域 
（本町 426 番

2）

142,000 142,000 142,000 142,000 143,000

 中心市街地隣接　

第一種住居地域 
（常磐 1 丁目

1160 番）

49,400 48,700 48,200 47,800 47,800

 中心市街地隣接　

近隣商業地域 
（岩渕 1 丁 目

712 番）

70,500 69,600 68,900 68,500 68,500

産業建設委員会資２－２ 
令和７年５月 28 日 
担当：都市整備部都市計画課



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．中心市街地活性化基本計画の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

第２期伊勢市中心市街地活性化基本計画の４年目となった令和６年度は、４月に天

皇陛下の第 63 回神宮式年遷宮の御聴許を賜り、市内でお木曳などの諸行事の準備に取

り掛かったほか、本基本計画の核となっている「伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開

発事業」の建設工事状況が市民及び観光客に目に入るようになるなど、今後の中心市

街地活性化に向けた明るい話題が提供された年となった。 

商業の活性化とまちなか回遊性の向上にかかる指標『歩行者通行量』は、基準値を

下回っているが、「伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業」と合わせるように

「伊勢市駅前商店街活性化事業」が推進されることで、通行量の増加を期待してい

る。一方、各商店街の魅力向上のためのイベント事業は、高齢化や組合員数の減少な

ど組織の弱体化によって独自開催が難しくなっており、他団体の協力や連携が必要不

可欠となっている。目標達成のためには、商店街に対して組織強化、事業継続を目的

とした手厚い支援が必要である。 

指標『中心市街地の新規出店数』では、商店街での新規出店数が基準値の年平均 10

店舗を上回って 13 店舗となり、目標値まで残り 14 店舗となっている。最終年度は、

「商店街空き店舗対策支援事業」で交付している伊勢市中心市街地空店舗出店促進事

業補助金の要件緩和が行われることで支援数の増加が見込まれ、目標達成に向けた追

い風になると期待している。また、同補助金の対象団体には、吹上地区に設立した新

団体が追加されることから、商店街以外の新規出店数の増加も期待したい。 

都市機能の強化と活発な地域活動によるまちなか移住の促進にかかる指標『中心市

街地の居住人口の社会増減』は、基準値を上回っているが目標値には届いていない。

しかし、最終年度は駅前Ｃ地区の分譲住宅の供給があることから改善が見込まれる。

また、「空家対策事業」や「空家総合事業」などによる同地区以外の社会増も期待し

たい。 

観光の取組による中心市街地のにぎわい向上にかかる指標『観光関連施設等の利用

者数』は、基準値を下回っているが、今後は式年遷宮に関連する諸行事の実施によっ

て観光客の増加が見込まれ、改善が期待できる。しかし、本年度の中心市街地活性化

区域内の宿泊者数の増加率（10.6％）、外宮参拝者数の増加率（9％）に比べ、観光関

連施設等の利用者の増加率が小さい（5.9％）ことから、目標達成のためには、宿泊者

や参拝者に対する関連施設等の利用促進を各観光事業で行っていく必要がある。 
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Ⅱ．目標ごとのフォローアップ結果 

 1．目標達成の見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜基準値からの改善状況（※１）＞ 
Ａ：目標達成、Ｂ：基準値より改善、Ｃ：基準値に及ばない 
 

＜目標達成に関する見通しの分類（※２）＞ 
Ａ　目標達成が見込まれる（関連する事業等の進捗状況が順調） 
ａ　目標達成が見込まれる（関連する事業等の進捗状況が順調でない） 
Ｂ　目標達成が見込まれないが基準値を上回ることが見込まれる（関連する事業等の進捗状況が順調） 
ｂ　目標達成が見込まれないが基準値を上回ることが見込まれる（関連する事業等の進捗状況が順調でない） 
Ｃ　目標達成及び基準値を上回ることがが見込まれない（関連する事業等の進捗状況が順調） 
ｃ　目標達成及び基準値を上回ることがが見込まれない（関連する事業等の進捗状況が順調でない） 

 

 

 

 

 

 

目標 目標指標 基準値 目標値 最新値

基準値か

らの達成

状況※１

目標達成に関する

見通し※２

 前回の

見通し

今回の

見通し

 

商 業 の 活 性
化とまちなか
回 遊 性 の 向
上

歩行者通行

量

3,943 人 
（H30 年

度）

4,140 人 
（R７年度）

3,543 人 
（R６年度）

C Ａ Ａ

 

新規出店数

50 店舗 
（H27～R

元合計）

55 店舗 
（R３～R７

合計）

13 店舗　　

（R６年度） 
41 店舗 

（R３～R６

合計）

A Ａ Ａ

 【参考指標】 
中心市街地

の新規出店

数

- -
59 店舗 

（R６年度）
- - -

 【参考指標】 
中心市街地

区域内全体

店舗数

1,406 店舗 
（R２年度）

-
1,343 店舗 
（R６年度）

- - -

 都 市 機 能 の
強化と活発な
地 域 活 動 に
よるまちなか
居住の促進

中心市街地

の居住人口

の社会増減

△177 人 
(H27～R

元合計）

±0 人 
（R３～R７

合計）

△２人 
（R６年度） 
△78 人 

（R３～R６

合計）

B Ａ Ａ

 

観 光 の 取 組
による中心市
街 地 の に ぎ
わい向上

観光関連施

設等の利用

者数

49,337 人 
(H27～R

元年平均

値)

53,300 人 
（R７年）

46,869 人 
（R６年）

C Ａ Ａ

 【参考指標】 
中心市街地

内宿泊施設

の宿泊者数

322,900 人 
（R 元年）

-
425,382 人 
（R６年）

- - －
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 ２．目標達成見通しの理由 

　「歩行者通行量」について、基準値を下回ったが、令和５年度からは増加する結果と

なった。今後、「伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業」の完了に伴い、新規居住

者や周辺商店街への新規出店も見込まれることから、新たなにぎわいの創出に繋がると

考えられる。また、商店街の道路再整備が予定通り完了したことにより快適な歩行空間

が確保された。各商店街の様々な工夫により、魅力を向上させ、来訪意欲と来訪者の回

遊意欲の増進を図ることで、目標達成は可能であると見込まれる。 

　　 

　「新規出店数」について、基準値（50 店舗／５箇年）の年平均である 10 店舗を上回

る結果となった。今後、空き店舗所有者や創業希望者への支援制度について、周知、改

善を図りながら引き続き実施することで、目標達成は可能であると見込まれる。また、

関係機関と連携して事業承継に取り組み、後継者不足等の要因による廃業店舗の減少を

図り、中心市街地区域内の全体店舗数の維持を目指す。 

　 

「中心市街地の居住人口の社会増減」について、目標値を下回る２人減少となった。 

今後、「伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業」による分譲住宅の供給により、

大きな居住人口の社会増が見込まれる。また、「空家対策事業」、「空家総合事業」、

「木造住宅耐震補強等事業」の空家利活用による効果も期待され、目標達成は可能であ

ると見込まれる。 

 

「観光関連施設等の利用者数」は、基準値を下回る結果となったが、参考指標である

「中心市街地内宿泊施設の宿泊者数」、伊勢神宮（内宮・外宮）参拝者数とともに、令

和５年より増加した。また、更なる観光客の獲得に向けた事業の実施や事業の改善や磨

き上げを図ることで、目標達成は可能であると見込まれる。 

 

３．前回のフォローアップと見通しが変わった場合の理由 

　前回から変更はない。 
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 ４．目標指標ごとのフォローアップ結果 

（１）「歩行者通行量」（目標の達成状況【　C　】） 

※目標設定の考え方認定基本計画 P76～P83 参照 

●調査結果と分析 

 
 
※調査方法：土曜日の９時～18時に中心市街地内の 7 地点を通過する歩行者及び自転車を計測 
※調 査 月：令和７年３月 
※調査主体：伊勢市 
※調査対象：中心市街地活性化区域内の商店街に設けた５地点及び伊勢市駅以北の市道２地点の 

歩行者及び自転車の通行量 
 

図　歩行者通行量の調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,943 

3,366 

2,755 

3,359 
3,288 

2,957 

3,543 

4,140 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

4,000 

4,500 

5,000 

H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標値

 年度 （人/日）
 H30 3,943 

(基準値)
 R 元 3,366
 R2 2,755
 R3 3,359
 R4 3,288
 R5 2,957
 

R6
3,543 

（最新値）
 R7 4,140 

(目標値)

 ① 伊勢市駅前商店街 中央 ⑤ 明倫商店街 西
 ② 伊勢銀座新道商店街 中央 ⑥ 市道北口線
 ③ 伊勢高柳商店街 中央 ⑦ 市道外宮二見線

 ④ 浦之橋商店街 西
  

②

③

④
⑥

⑦
①

⑤
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〈分析内容〉 

「歩行者通行量」について、目標値を下回ったが令和５年度より増加する結果となっ

た。 

令和５年度より減少した「伊勢市駅前商店街　中央」では、伊勢市駅前Ｃ地区第一種

市街地再開発事業に伴う既存店舗の移転及び閉店の影響が継続されていることのほか、

同事業の工事により設置された仮囲いが来訪者の心理的障壁となり回遊意欲の低下に繋

がったことが要因の一つと考えられる。一方で、「新道商店街」では、道路舗装の再整

備で快適な歩行者空間に改善されたことや、浦之橋商店街では核となる商業施設の開業

が周辺の商業環境に影響を与え、新たな出店を促したことが、歩行者通行量の増加に繋

がったものと考えられる。 
 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 
 

①．伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業（民間事業者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歩行者通行量の調査結果 （単位：人）

 
　 R2 年度 

（計画前年度）

R3 年度 
（1 年目）

R4 年度 
（2 年目）

R5 年度 
（3 年目）

R6 年度 
（4 年目）

R7 年度 
（5 年目）

 ①伊勢市駅前商店街　中央 615 770 658 562 541

 ②伊勢銀座新道商店街　中央 424 498 504 514 648

 ③伊勢高柳商店街　中央 541 450 640 479 500

 ④浦之橋商店街　西 308 343 280 320 426

 ⑤明倫商店街　西 150 265 283 216 254

 ⑥市道北口線 433 712 592 528 746

 ⑦市道外宮二見線 284 321 331 338 428

 合計 2,755 3,359 3,288 2,957 3,543

 事業実施期間 令和元年度～令和７年度【実施中】
 

事業概要
伊勢市駅前地区の再開発事業により、商業・住宅などの都市機

能の更新を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等）（国土交通

省）（令和２年度～令和７年度）

 
事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業目標値　+230 人 

令和６年１月より本体の建築工事に着手した。また、Ｂ地区１

階においてマンション販売センター（マンションギャラリー）

を同年７月より開業しマンションの住戸販売を開始した。
 事業の今後に

ついて

令和８年２月に建築工事が完了、及び３月以降住宅、１階店舗

への入居の開始予定。
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 ②．宮後１丁目１号線整備事業（伊勢市） 

 

③．宮後浦口線整備事業（伊勢市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 令和元年～令和７年度【実施中】
 事業概要 伊勢市駅を中心とした地域の道路を再整備する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

都市構造再編集中支援事業（中心市街地活性化区域）（国土交

通省）（令和２年度～令和６年度）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業目標値　+32 人 

 

令和５年度から着手した２期工事は、予定通り令和７年３月に

完成した。舗装や照明灯の再整備により道路が高質化され、以

前よりも明るい雰囲気で、人々が集い賑わうことができる、開

放的な環境となった。
 事業の今後に

ついて
　－

 事業実施期間 令和３年度～令和５年度【完了】
 事業概要 伊勢銀座新道商店街の通りを景観に配慮した舗装に整備する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

都市構造再編集中支援事業（中心市街地活性化区域）（国土交

通省）（令和３年～令和６年度）

 
事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業目標値　＋40人 

 

　－ 

 事業の今後に

ついて
　－
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 ④．公共交通機関とのタイアップキャンペーン事業（伊勢市） 

 

⑤．着地型旅行商品造成事業（伊勢市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 26 年度～【実施中】
 

事業概要

公共交通機関とタイアップし、旅行商品と連動させたポスター

等を作成し、主要駅のポスター枠やデジタルサイネージ等に掲

出する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

東海旅客鉄道とのタイアップによる東京駅等でのポスター展開

について、４月～８月及び 11月～２月に掲出した。また、伊勢

市駅周辺の宿泊プランをはじめとした旅行商品販売実績は、上

期 3,908 件、下期 9,619 件となり、市内における特典のクーポ

ン引換実績は、上期 863 件、下期 1,777 件となった。東海旅客

鉄道の旅行商品販売方針の変更により、クーポン引換実績につ

いては、昨年度と比較して減少しているが、旅行商品の販売数

については、昨年度と比較して増加している。
 

事業の今後に

ついて

令和７年度についても継続して事業を推進する。なお、旅行商

品販売方針の変更により、従来の枠組みとは異なるが、引き続

き内容の充実を図る。

 事業実施期間 平成 17 年度～【実施中】
 事業概要 事業企画、旅行商品造成及びその販売促進を行う。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市駅周辺店舗で使用できるクーポンをはじめとする旅行商

品の販売実績は 21,627 件であり、昨年度と比較して微増となっ

ている。また、商品拡大に着手した。
 

事業の今後に

ついて

令和７年度事業は調整済みであり、企画商品の造成・改善をし

つつ、継続して事業を推進するとともに、第 63回神宮式年遷宮

を見据えた旅行商品造成の検討を進めていく。
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 ⑥．文化資源保存活用事業（伊勢市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 19 年度～【実施中】
 

事業概要

「伊勢市全市博物館構想」に基づき、市全体を大きな博物館と

してとらえ、全域に広がる博物館や自然・文化資産などを相互

に連携させて有効活用を図る。各施設における企画展示や催し

物の開催、季節に応じた見どころなどの情報発信、郷土資料館

の整備などにより、誘客を図り、にぎわいを創出するものであ

り、中心市街地の活性化に必要な事業である。
 

国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月） 

中心市街地再活性化特別対策事業（総務省）（令和６年度～令

和７年度）
 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市への転入者を対象とした、賓日館、伊勢河崎商人館、尾

崎咢堂記念館の無料入館チケットを配布する取り組みは、令和

６年７月から伊勢市 LINE 公式アカウントを活用したデジタルク

ーポンの使用も可能とし、令和６年度は全体で63件の利用があ

った。 

また、夏休み期間は市民を対象とした無料チケットの取り組み

を令和６年度から実施し、193 件の利用があった。 

「伊勢まるごと博物館スタンプラリー」についても、博物館施

設等へのパンフレット設置に加え、令和６年７月からデジタル

スタンプラリーを開始した。３施設以上まわった参加者 62人に

記念品を配布し、前年より 43人増加した。 

「夏休み博物館イベント」は、複数の施設で子ども対象の企画

を催し、745 人の参加があった。 

また、郷土資料館の開設に向けて、施設整備等の方針を整理し

た基本構想・基本計画を策定し、整備工事の詳細設計を行っ

た。
 事業の今後に

ついて

各博物館施設において、市民等に関心の高い催しの企画や、子

どもの施設利用を促す企画等、来館者の増加につながる取組を

進めていく。 

また、令和７年度中の郷土資料館の開設に向けて、展示製作・

工事を行う。
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 ⑦．商店街等振興対策事業（伊勢市、伊勢まちづくり株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 令和元年度～【実施中】
 

事業概要

消費者に魅力ある商店街づくりのために行う事業に対して補助

をする。また、中心市街地において商店街等が行うイベント等

を、伊勢まちづくり株式会社が情報発信する。さらに、商店街

等における歩行者通行量調査について、AI カメラを活用した実

証実験を行い、得られたデータを分析活用するとともに、その

効果を検証する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

都市構造再編集中支援事業（中心市街地活性化区域）（国土交

通省）（令和２年度～令和６年度）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

令和６年度は商店街等が実施するイベント及び PR 事業（新規

事業１件、継続事業３件、合計４件）に対して「商業まちづく

り補助金」の交付を行った。前年度より２件少ない結果である

が、前年度は、新型コロナウイルス感染症収束後の復活を目指

す取り組みに支援を拡充したため、一時的に申請件数が増加し

た。 

AI カメラ事業については、計測場所を前年の９カ所から５カ所

（伊勢市駅前、外宮参道、高柳、新道、明倫）に減らして事業

を継続した。データは毎月、各商店街と共有し、通常時及びイ

ベント開催時の歩行者通行量や年齢層、性別などのデータを収

集・分析し、商業活性化に向けた検討材料として活用してい

る。 

 

 

事業の今後に

ついて

令和７年度は「商業まちづくり補助金」にて、引き続き商店街

のイベント支援を行っていくほか、AI カメラ事業では蓄積され

たデータの分析だけでなく、データを活かした活性化施策の商

店街への提案を予定している。
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 ⑧．まちなか案内事業（伊勢商工会議所ほか） 

 

⑨．河崎まちなみ魅力創出事業（伊勢河崎まちづくり衆ほか） 

 事業実施期間 平成 28 年度～【実施中】
 

事業概要

お伊勢さん観光案内人(商工会議所事業)、お伊勢さんまち歩き

クーポン(まちづくり会社)等、地元住民から観光客まで、まち

なかを案内するサービスを提供する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

「お伊勢さん観光案内人」事業は両宮案内、内宮案内を行って

いるが、令和６年度も集金拠点の問題から外宮案内は再開でき

なかった。また、第 63回神宮式年遷宮に向けて利用客数の増

加が期待されるが、近年の旅行形態の変遷や観光客のオンライ

ンデータ収集等により事業価値の低下が想定されることから、

事業改革に向けた検討を開始する。 

「デジタル版お伊勢さんまち歩きクーポン」は令和６年４月に

「お伊勢さんまち歩きチケット」としてリニューアルし、近鉄

ホールディングス㈱が運営するデジタルチケットサービス『ぶ

らりすと』で販売を開始した。
 

事業の今後に

ついて

「お伊勢さん観光案内人」事業は、キャッシュレス機能の追加

など新システムの導入によって効率化、外宮案内の再開を計画

し、事業の継続性について検討していく。 

「お伊勢さんまち歩きチケット」は、近鉄ホールディングス㈱

と『ぶらりすと』の周知やチケットサービスの利便性拡充に向

けて協議を重ねていく。

 事業実施期間 平成 28 年度～【実施中】
 

事業概要

かつて問屋街として栄えた河崎地区にて、登録有形文化財の伊

勢河崎商人館の活用(だいどこ市、商人市ほか)や、勢田川を活

用した事業の実施、さらに地区内の歴史的空町家・空蔵等の活

用を促進する。
 国の支援措置名

及び支援期間
国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

まちかど博物館「和具屋」等の河崎の文化財的資料の調査を継

続し、伊勢河崎商人館において河崎の生活文化の研究報告を行

うイベントを開催するなど魅力の発信にも努めた。また、だい

どこ市についても継続して実施し、近年は出店者及び来訪者の

若年層による活性化を実感している。 

空町家・空蔵の活用促進として観光庁の高付加価値化事業の採

択を受けた分散型ホテル事業は、地区内の空町家・空蔵６棟の

改修により客室８室整備した。また、「伊勢河崎まちづくり株

式会社」を設立し令和７年４月の開業に向けて会議を重ねた。
 

事業の今後に

ついて

「伊勢河崎まちづくり株式会社」の開業後、分散型ホテルの安

定した運営を図り、また、並行して協力事業者や町家所有者と

協議を進め、さらなる空町家・空蔵の活用や、客室の追加整備

を検討する。
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 ⑩．伊勢市駅前商店街活性化事業（伊勢市駅前商店街振興組合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要

組合活動と商店街地区活性化のため、組合の既存ビジョン・プ

ランの更新、市街地再開発事業の事業者との連携を継続するこ

とで、伊勢市駅前の新たなにぎわいの創出を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

居心地が良く歩きたくなるまちづくりを目指す「まちなかウォ

ーカブル」を進めるため、「ええじゃないか！伊勢市駅前　月

ノ宮ストリートパーク」と銘打ち、道路空間の一部を活用した

滞在スペース等を創出する社会実験を令和６年８月２日～４日

と、伊勢まつりに合わせた 10月 11 日～13 日の２回実施した。

社会実験では来訪者がゆっくり寛ぐ姿が見受けられ、また、準

備段階から各店舗との連携や交流があったことで、商店街組織

として活気に溢れ、相互理解が深まった。社会実験の実施によ

り実験期間の歩行者通行量が増加し、年間歩行者通行量の増加

にも寄与した。令和７年３月に、「商店街」として認識しても

らうことを目的に、シンボルとして街路灯を活用したゲートを

設置し光による誘客にも取り組んだ。
 

事業の今後に

ついて

まちなかウォーカブルを継続して進めていくため、道路空間の

一部を利用した小規模な公共空間であるパークレットの設置

や、ゲートによる商店街の認識向上や光によるアピールで更な

る歩行者通行量の増加にも努めていく
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 ⑪．しんみち未来創造事業（伊勢銀座新道商店街振興組合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要

商店街の将来像を定めた既存ビジョンの更新、またこれに基づ

いた組合事業を継続し、複数ある空き店舗の削減、来客数の増

加を目指し、商店街の魅力向上を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

商店街集客のため、例年３イベントを開催している。 

① 令和６年７月 20 日に「伊勢の夜祭り」を開催し、同日の歩

行者通行量は、約 3,700 人であった。前年度より大きく減

少したが、前年度の抽選会場が計測場所と同一場所だった

ことから、滞留による異常値が要因のひとつと考えられ

る。 

② 令和６年 10 月 12 日、13 日の伊勢まつり開催時に、「しん

みちテント市」、「しんみち屋台村」、「伊勢名店会テン

ト市」を開催し、同日の歩行者通行量は約 1,900 人であっ

た。前年度より大きく減少したが、前年度は伊勢まつりの

東京ディズニーリゾートのパレードで歩行者通行量が増加

したことが要因と考えている。 

③ 令和６年 12 月７日から令和７年１月 31 日まで「しんみち

イルミネーションプロムナード」を開催した。本年度は期

間が長くなっているため、期間中の歩行者通行量は前年度

より増加して延べ約 23,500 人となった。 

令和６年度の歩行者通行量は、イベント時の減少があるものの

前年度より増加傾向にある。時間帯別の平均歩行者通行量で

は、前年と比べて７時台～９時台と 18 時台～23 時台で増加し

ていることから、東横インの宿泊客が影響していると考えてい

る。
 

事業の今後に

ついて

商店街の魅力向上のため、今後も夏の「伊勢の夜祭」、秋の

「しんみちテント市等」、冬の「しんみちイルミネーションプ

ロムナード」の開催を予定しているが、歩行者通行量データを

基に分析にも取り組み、イベントの再編も検討していく。
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 ⑫．繋ぐ高柳希望の風事業（伊勢高柳商店街振興組合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要

平成 30年に発生した商店街中心部の火災事故跡地である被災空

地の利活用を主として作成した商店街ビジョンを基に、被災空

地活用の事業検討、減少する組合員数、増える空き店舗等の課

題へ取組み、100 年以上の歴史をもつ商店街を次世紀へと繋げ

る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

商店街集客のため、以下の２イベントを開催した。 

① 令和６年６月１日から７月６日まで、伊勢の夏の風物詩と

なっている「高柳の夜店」を開催した。開催日数が前年度

より１日少なかったが、期間中の歩行者通行量は約 15万人

であった前年度は外出自粛からの反動による若年層の増加

を一時的なものと考えていたが、本年度も継続して来客が

あったことは、イベントの魅力維持が図れているという運

営側の自信に繋がった。 

② 令和６年 10 月 12 日～14 日の伊勢まつり開催時には、キッ

チンカー等を呼んだ「いただきフェス」を開催し、同日の

歩行者通行量は約 27,000 人であった。前年度より大きく減

少したが、前年度は伊勢まつりで東京ディズニーリゾート

パレードに関連して一時的に増加したことや、キッチンカ

ーイベントが珍しいものではなくなり、魅力が薄れている

ことが要因として考えられる 

令和６年度の歩行者通行量は、前年より減少傾向にある。イベ

ント以外では、ぎゅーとら浦之橋店の移転により、近隣住民の

同店への往来が徒歩から車利用に変化したことが要因の一つと

考えられる。
 

事業の今後に

ついて

商店街の歴史を繋ぐべく、「高柳の夜店」を継続してい開催す

る。「いただきフェス」の開催は課題を精査し、活性化に向け

た今後のイベントのあり方を検討していく。また、歩行者通行

量の減少については、今後の傾向を見ながら商店街や各個店へ

の影響を検証し必要に応じ改善策の検討に繋げていく。
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 ⑬．空家対策事業（伊勢市） 

 

⑭．空家総合事業（伊勢市） 

 

 

 

 

 事業実施期間 令和元年度～【実施中】
 

事業概要
移住者等を対象とした空家の活用促進を通じて、空家の再利用

と移住者等の定住による人口増を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

都市構造再編集中支援事業（中心市街地活性化区域）（国土交

通省）（令和２年度～令和６年度）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

空家バンク制度の周知啓発に取り組み、市内全体で 31件の空家

が新規に物件登録された。しかし中心市街地活性化区域内では

新規の物件登録が少ない傾向があり、令和６年度は２件であっ

た。年度末時点での登録物件数は３件となり、現在１件が交渉

中である。 

令和５年度新設の空家リフォーム促進事業補助金に加え、令和

６年度は更に空家の利活用を促進するため、空家購入促進事業補

助金を新設し、周知を行った。空家リフォーム促進事業３件、空家購

入促進事業６件の補助を実施したが、中心市街地活性化区域内での対

象は無かった。
 

事業の今後に

ついて

今後もチラシ等により空家バンク登録の促進及び空家リフォー

ム促進事業補助金、空家購入促進事業補助金の周知啓発を行い、

空家所有者等の利活用に関する意識の向上及び空家の再利用の

促進を図っていく。また、移住希望者及び不動産関係団体に対

しても周知を行っていく。

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要
空家の適正管理の周知、実態調査、危険空家の除却推進等、計

画的な空家対策を推進する。
 国の支援措置名

及び支援期間
空き家対策総合支援事業（国土交通省）（令和２年度～）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

第２期伊勢市空家等対策計画に基づき、空家の適切な管理を促

す啓発について、固定資産税納税通知書約６万通へのチラシ同

封、被保険者死亡による保険料の変更通知である後期高齢者医

療保険料額決定納入通知書約 1,500 通へのチラシ同封を行うな

ど、広報周知を実施した。 

また、市民等から連絡のあった空家等については、周辺地域の

居住環境の向上を図るため、速やかに管理依頼を行い、老朽化

した危険な不良空家４件に対し除却補助を実施したが、中心市

街地活性化区域では対象は無かった。
 

事業の今後に

ついて

本年度に引き続き、空家法及び第２期伊勢市空家等対策計画に

基づき、管理不全空家の所有者に管理依頼を実施し改善を求め

るとともに、老朽化した危険な空家について早期除却をより促

進することで居住環境の向上を図っていく。
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 ⑮．まちなか移住創業促進事業（伊勢市中心市街地活性化協議会） 

 
⑯．アクティブ・アート推進事業（伊勢市）【令和４年度追加】 

 
 
 

 事業実施期間 平成 28 年度～【実施中】
 

事業概要

伊勢市・商工会議所・まちづくり会社等の関係機関が連携し、

主に市外、県外からの移住希望者を対象に、創業、就業、子育

て支援等施策の PRや企画の検討、実施を行う。
 国の支援措置名

及び支援期間
国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市(企画調整課、商工労政課、住宅政策課、都市計画課)・

伊勢商工会議所・伊勢まちづくり㈱が出席する「移住創業促進

会議」を月１回の頻度で実施。当初の計画通り、令和６年度は

12 回会議を実施し各々が取り組むまちなか定住に関連する施

策、事業について情報共有・意見交換を行った。 

・中心市街地活性化基本計画掲載事業の進捗共有 

・三重県主催の大都市圏での移住相談会に関する情報共有 

・空家バンク制度、空家に関する補助制度 

・市内企業インターンに関する事業 

・シビックプライド醸成に向けた 

＞産官学連携事業 

＞地元の子供向け職業体験イベント事業 

・創業・移転促進補助金制度の情報交換 

・地域おこし協力隊の活動情報交換
 

事業の今後に

ついて

各団体の連携を維持し、各々が取り組むまちなか定住に関連す

る施策、事業の情報共有・意見交換を行うため、移住創業促進

会議を継続して実施する。

 事業実施期間 令和５年度～【実施中】
 

事業概要

伊勢に想いを寄せるクリエイターや、地域の若手クリエイター

などに創作活動の場を提供し、市の伝統工芸などを活用した作

品展示や演奏会等を開催することで、新たな市の魅力発信や商

品開発に繋げる。
 国の支援措置名

及び支援期間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和５年４月～令和

８年３月）
 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

「触って楽しめる伝統工芸」をテーマに、大人も子供も気軽に

文化芸術を知る機会を提供することを目的として、令和７年２

月１日から３月２日まで「伊勢の匠会」と連携し外宮参道ギャ

ラリーにおいて伝統工芸品の作品展を開催し、期間中 1,136 人

が来場した。
 

事業の今後に

ついて

文化施設での劇団公演と連携して、演劇に関連したワークショ

ップと展示を実施する。また、商店街店舗を活用して劇団が制

作する子供向けのイラスト展示を実施し、市民が身近な場所で

広く文化芸術にふれる機会を創出し、まちなかでの回遊につな

げていく。
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 ⑰．伊勢市健康福祉ステーション利用促進事業（伊勢市）【令和４年度追加】 

 
⑱．都市機能再生促進事業（伊勢市駅前地区）（伊勢市）【令和４年度追加】 

 
●目標達成の見通し及び今後の対策 
「宮後１丁目１号線整備事業」による伊勢市駅前商店街の道路整備が予定通り完了

し、快適歩行空間が確保された。各商店街によるイベント実施など、にぎわいの創出や

商店街の魅力向上により歩行者通行量は増加傾向にある。 

今後、「伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業」が完了することで、新規居住者

や周辺商店街への新規出店も見込まれることから、新たなにぎわいの創出に繋がると考

えられる。引き続きにぎわい創出イベントの実施など各商店街が魅力向上に取り組み、

来訪者の回遊意欲増進を図ることで、歩行者通行量の増加に繋げる。 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 令和５年度～【実施中】
 

事業概要

市街地再開発事業により、民間事業者が施行した伊勢市駅前地

区の施設に入居する伊勢市健康福祉ステーションの利用者の駐

車料金を無料化する。
 国の支援措置名

及び支援期間
国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市健康福祉ステーションは、民間の有料駐車場の利用を無

料とし、自家用車でも気兼ねなく利用できる環境を整えること

で、令和６年度は令和７年３月末時点で延約６万１千人の来所

者がある。特に、乳幼児が保護者と共に遊ぶことができ、自宅

から施設まで雨天時も濡れずに利用できる「駅前子育て支援セ

ンターキッズ☆もっとテラス」には、延約２万９千人の利用が

あり、中心市街地への人流拡大に貢献している。
 

事業の今後に

ついて

全市民の健康と福祉を総合的に支援する施設として事業を推進

するとともに、施設利用者への駐車場無料化の継続により、中

心市街地への来訪者拡大に寄与する。

 事業実施期間 令和５年度～【実施中】
 

事業概要

伊勢市駅周辺の賑わい創出と中心市街地の活性化を図ることを

目的に施行された都市機能再生事業の施行者や店舗営業者等に

対し、都市機能再生奨励金制度に基づいた奨励金を交付する。
 国の支援措置名

及び支援期間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和５年４月～令和

８年３月）
 事業目標値・

最新値及び進

捗状況

令和６年６月に、伊勢市駅前地区第１種市街地再開発事業（Ｂ

地区）の施行者に対し、都市機能再生奨励金制度に基づいた奨

励金を交付した。
 

事業の今後に

ついて

引き続き、都市機能再生事業の施行者や店舗営業者等に対し、

奨励金を交付することで、初動期の事業の健全化と、新たな事

業展開への契機へと繋げる。



18 

 （２）「新規出店数」（目標の達成状況【　C　】） 

※目標設定の考え方は認定基本計画 P83～P84 参照 

●調査結果と分析　 

 
 
※調査方法：現地確認及び商店街振興組合へ聞き取り 
※調 査 月：令和７年３月 
※調査主体：伊勢市 
※調査対象：中心市街地活性化区域内の５つの商店街 
 

【参考指標】中心市街地活性化区域内全体店舗数 

　※参考指標の考え方は認定基本計画 P85 参照 

 
※調査方法：現地確認 
※調 査 月：令和７年３月 
※調査主体：伊勢市 
※調査対象：中心市街地活性化区域 
 

〈分析内容〉 

　中心市街地活性化区域内の５つの商店街における新規出店数は、目標値（55 店舗／5

箇年）の年平均である11店舗を上回る 13店舗となり、区域内全体の新規出店数は 59店

舗となった。 

浦之橋商店街では、核となる商業施設の開業が周辺の商業環境に影響を与え、７店舗

の新規出店があった。また、高柳商店街及び伊勢市駅前商店街では、商店街関係者の店

舗所有者への積極的な働きかけによる「貸せる空き店舗」の増加や、各支援事業の活用

等により、新規出店の増加に繋がった。 

一方で、後継者不足などの要因により廃業する店舗が相次ぎ、区域内全体の店舗数は

1,343 店舗となり減少が続く結果となった。 
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 ●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 
①．伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業【再掲】（民間事業者） 

②．創業支援事業（伊勢市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 令和元年度～令和７年度【実施中】
 

事業概要
伊勢市駅前地区の再開発事業により、商業・住宅などの都市機

能の更新を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等）（国土交通

省）（令和２年度～令和７年度）

 
事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業目標値　＋３店舗 

令和６年１月より本体の建築工事に着手した。また、Ｂ地区１

階においてマンション販売センター（マンションギャラリー）

を同年７月より開業しマンションの住戸販売を開始した。
 事業の今後に

ついて

令和８年２月に建築工事が完了、及び３月以降住宅、１階店舗

への入居の開始予定。

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要
市内での創業や第二創業、市外から事業所移転を行う者にかか

る創業・移転に必要となる経費の一部を補助する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業目標値　＋15店舗 

創業・移転促進補助金について、22件（区域内６件、区域外 16

件）が交付を受けて本市内で事業を開始した。本補助金では、

創業等支援分（工事請負費、設備費、マーケティング調査費、

広報費）と賃料分（６か月分）を補助対象経費としている。
 

事業の今後に

ついて

立地適正化計画の居住誘導区域内にある空き店舗の利活用を促

進するため、令和７年度から当該区域内の空き店舗に出店する

場合のみ賃料分を交付する。また、ＵＩＪターン創業者及び事

業所移転の補助金額の割増について、今後は県外からの移住及

び事業所移転のみを対象とする。
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 ③．商店街空き店舗対策支援事業（伊勢市、伊勢まちづくり株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 27 年度～【実施中】
 

事業概要

商店街等が区域の不足業種やニーズに適う業種を空き店舗に誘

致する事業、空き店舗を市民に開放し、ギャラリー等として活

用する事業に対して、まちづくり会社が補助をする。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業目標値　＋30店舗 

 

令和６年度の新規出店時の補助金利用件数は前年度より増加し

６件となった。初めて補助金を利用する商店街があったほか、

新たに補助対象となる団体の設立など、活性化が見受けられ

た。 

同補助金の令和３年度からの利用実績は、令和７年３月末で 20

件と事業目標値を下回っており、出店希望者は一定数あるもの

の貸せる空き店舗が増えないことが要因の一つと考えられる。 

課題解決のため、前年度より空き店舗所有者の支援を創設し、

不動産会社等を通じて PRを行ったが、利用件数は前年度と同様

に１件に留まった。しかし、毎月相談等の問い合わせがあるこ

とから、制度自体は周知されていると考えている。空き店舗所

有者が申請に至らない理由としては、「貸す相手が見つからな

い中で自己資金（1/3）を捻出して改修したくない」と「空き

店舗兼住宅の住宅部分に所有者または所有者の親族が住んでい

ないため対象外」、「店舗部分と住宅部分を分ける工事ではな

く、店舗部分の修復工事のため対象外」の３つとなっている。 

 

 事業の今後に

ついて

各商店街等と共に空き店舗への出店誘致に努めるほか、空き店

舗を貸し出していない所有者には、一部要件の緩和を行い、

「貸せる空き店舗」の創出に向けた働きかけを継続していく。



21 

 ④．商店街等振興対策事業【再掲】（伊勢市、伊勢まちづくり株式会社） 

 

⑤．商業魅力アップ支援事業（伊勢市） 

 

 

 事業実施期間 令和元年度～【実施中】
 

事業概要

消費者に魅力ある商店街づくりのために行う事業に対して補助

をする。また、中心市街地において商店街等が行うイベント等

を、伊勢まちづくり株式会社が情報発信する。さらに、商店街

等における歩行者通行量調査について、AI カメラを活用した実

証実験を行い、得られたデータを分析活用するとともに、その

効果を検証する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

都市構造再編集中支援事業（中心市街地活性化区域）（国土交

通省）（令和２年度～令和６年度）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

令和６年度は商店街等が実施するイベント及び PR 事業（新規

事業１件、継続事業３件、合計４件）に対して「商業まちづく

り補助金」の交付を行った。前年度より２件少ない結果である

が、前年度は、新型コロナウイルス感染症収束後の復活を目指

す取り組みに支援を拡充したため、一時的に申請件数が増加し

た。 

AI カメラ事業については、計測場所を前年の９カ所から５カ所

（伊勢市駅前、外宮参道、高柳、新道、明倫）に減らして事業

を継続した。データは毎月、各商店街と共有し、通常時及びイ

ベント開催時の歩行者通行量や年齢層、性別などのデータを収

集・分析し、商業活性化に向けた検討材料として活用してい

る。 

 

 

事業の今後に

ついて

令和７年度は「商業まちづくり補助金」にて、引き続き商店街

のイベント支援を行っていくほか、AI カメラ事業では蓄積され

たデータの分析だけでなく、データを活かした活性化施策の商

店街への提案を予定している。

 事業実施期間 平成 27 年度～【実施中】
 

事業概要

地域住民や観光客のニーズに応えた商業環境の整備やにぎわい

の創出に新たに取り組む商業団体等に対して、事業費の一部を

補助する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 
事業目標値・

最新値及び進

捗状況

市内の団体に対して計５件（うち３件が区域内）の補助を行っ

た。 

昨年度に比較して申請及び問い合わせ件数は増加しており、商

業環境の整備やにぎわい創出への需要の高まりが感じられる。
 事業の今後に

ついて

市内の経済や団体の動向を注視して、補助対象の見直しについ

て検討していく。
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 ⑥．伊勢市駅前商店街活性化事業【再掲】（伊勢市駅前商店街振興組合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要

組合活動と商店街地区活性化のため、組合の既存ビジョン・プ

ランの更新、市街地再開発事業の事業者との連携を継続するこ

とで、伊勢市駅前の新たなにぎわいの創出を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

居心地が良く歩きたくなるまちづくりを目指す「まちなかウォ

ーカブル」を進めるため、「ええじゃないか！伊勢市駅前　月

ノ宮ストリートパーク」と銘打ち、道路空間の一部を活用した

滞在スペース等を創出する社会実験を令和６年８月２日～４日

と、伊勢まつりに合わせた 10月 11 日～13 日の２回実施した。

社会実験では来訪者がゆっくり寛ぐ姿が見受けられ、また、準

備段階から各店舗との連携や交流があったことで、商店街組織

として活気に溢れ、相互理解が深まった。社会実験の実施によ

り実験期間の歩行者通行量が増加し、年間歩行者通行量の増加

にも寄与した。令和７年３月に、「商店街」として認識しても

らうことを目的に、シンボルとして街路灯を活用したゲートを

設置し光による誘客にも取り組んだ。
 

事業の今後に

ついて

まちなかウォーカブルを継続して進めていくため、道路空間の

一部を利用した小規模な公共空間であるパークレットの設置

や、ゲートによる商店街の認識向上や光によるアピールで更な

る歩行者通行量の増加にも努めていく。
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 ⑦．しんみち未来創造事業【再掲】（伊勢銀座新道商店街振興組合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要

商店街の将来像を定めた既存ビジョンの更新、またこれに基づ

いた組合事業を継続し、複数ある空き店舗の削減、来客数の増

加を目指し、商店街の魅力向上を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

商店街集客のため、例年３イベントを開催している。 

① 令和６年７月 20 日に「伊勢の夜祭り」を開催し、同日の歩

行者通行量は、約 3,700 人であった。前年度より大きく減

少したが、前年度の抽選会場が計測場所と同一場所だった

ことから、滞留による異常値が要因のひとつと考えられ

る。 

② 令和６年 10 月 12 日、13 日の伊勢まつり開催時に、「しん

みちテント市」、「しんみち屋台村」、「伊勢名店会テン

ト市」を開催し、同日の歩行者通行量は約 1,900 人であっ

た。前年度より大きく減少したが、前年度は伊勢まつりの

東京ディズニーリゾートのパレードで歩行者通行量が増加

したことが要因と考えている。 

③ 令和６年 12 月７日から令和７年１月 31 日まで「しんみち

イルミネーションプロムナード」を開催した。本年度は期

間が長くなっているため、期間中の歩行者通行量は前年度

より増加して延べ約 23,500 人となった。 

令和６年度の歩行者通行量は、イベント時の減少があるものの

前年度より増加傾向にある。時間帯別の平均歩行者通行量で

は、前年と比べて７時台～9 時台と 18 時台～23時台で増加し

ていることから、東横インの宿泊客が影響していると考えてい

る。
 

事業の今後に

ついて

商店街の魅力向上のため、今後も夏の「伊勢の夜祭」、秋の

「しんみちテント市等」、冬の「しんみちイルミネーションプ

ロムナード」の開催を予定しているが、歩行者通行量データを

基に分析にも取り組み、イベントの再編も検討していく。
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 ⑧．繋ぐ高柳希望の風事業【再掲】（伊勢高柳商店街振興組合） 

 
●目標達成の見通し及び今後の対策 

令和６年度の新規出店数は目標値を上回る結果となったが、引き続き、商店街関係者

の取組みや各支援事業の継続及び改善により「貸せる空き店舗」の増加や周知を図るな

ど、更なる新規出店や事業承継に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要

平成 30年に発生した商店街中心部の火災事故跡地である被災空

地の利活用を主として作成した商店街ビジョンを基に、被災空

地活用の事業検討、減少する組合員数、増える空き店舗等の課

題へ取組み、100 年以上の歴史をもつ商店街を次世紀へと繋げ

る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

商店街集客のため、以下の２イベントを開催した。 

① 令和６年６月 1日から７月６日まで、伊勢の夏の風物詩と

なっている「高柳の夜店」を開催した。開催日数が前年度

より 1 日少なかったが、期間中の歩行者通行量は約 15万人

であった前年度は外出自粛からの反動による若年層の増加

を一時的なものと考えていたが、本年度も継続して来客が

あったことは、イベントの魅力維持が図れているという運

営側の自信に繋がった。 

② 令和６年 10 月 12 日～14 日の伊勢まつり開催時には、キッ

チンカー等を呼んだ「いただきフェス」を開催し、同日の

歩行者通行量は約 27,000 人であった。前年度より大きく減

少したが、前年度は伊勢まつりで東京ディズニーリゾート

パレードに関連して一時的に増加したことや、キッチンカ

ーイベントが珍しいものではなくなり、魅力が薄れている

ことが要因として考えられる 

令和６年度の歩行者通行量は、前年より減少傾向にある。イベ

ント以外では、ぎゅーとら浦之橋店の移転により、近隣住民の

同店への往来が徒歩から車利用に変化したことが要因の一つと

考えられる。
 

事業の今後に

ついて

商店街の歴史を繋ぐべく、「高柳の夜店」を継続してい開催す

る。「いただきフェス」の開催は課題を精査し、活性化に向け

た今後のイベントのあり方を検討していく。また、歩行者通行

量の減少については、今後の傾向を見ながら商店街や各個店へ

の影響を検証し必要に応じ改善策の検討に繋げていく。
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 （３）「中心市街地の居住人口の社会増減」（目標の達成状況【　B　】） 

※目標設定の考え方認定基本計画 P85～P86 参照 

●調査結果と分析　 

  
※調査方法：住民基本台帳 
※調 査 月：令和６年４月～令和７年３月 
※調査主体：伊勢市 
※調査対象：中心市街地活性化区域内 

 
 

〈分析内容〉 

中心市街地の居住人口の社会増減について、目標値を下回る結果となった。 

空家利活用の促進を図るため、令和６年度から空家購入促進事業補助金を創設するな

ど支援を拡充したが、制度の認知度向上が進まず活用に繋がらなかったことが要因の一

つと考えられる。しかし、市外から中心市街地への転入と中心市街地から市外への転出

を比較すると 15 人増加となっており、令和５年度の 16 人減少より改善する結果となっ

た。 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 
①．伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業【再掲】（民間事業者） 
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 事業実施期間 令和元年度～令和７年度【実施中】
 

事業概要
伊勢市駅前地区の再開発事業により、商業・住宅などの都市機

能の更新を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等）（国土交通

省）（令和２年度～令和７年度）

 
事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業目標値　+140 人 

令和６年 1 月より本体の建築工事に着手した。また、Ｂ地区１

階においてマンション販売センター（マンションギャラリー）

を同年７月より開業しマンションの住戸販売を開始した。
 事業の今後に

ついて

令和８年２月に建築工事が完了、及び３月以降住宅、１階店舗

への入居の開始予定。
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 ②．空家対策事業【再掲】（伊勢市） 

 

③．空家総合事業【再掲】（伊勢市） 

 

 

 

 

 事業実施期間 令和元年度～【実施中】
 

事業概要
移住者等を対象とした空家の活用促進を通じて、空家の再利用

と移住者等の定住による人口増を図る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

都市構造再編集中支援事業（中心市街地活性化区域）（国土交

通省）（令和２年度～令和６年度）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

空家バンク制度の周知啓発に取り組み、市内全体で 31件の空家

が新規に物件登録された。しかし中心市街地活性化区域内では

新規の物件登録が少ない傾向があり、令和６年度は２件であっ

た。年度末時点での登録物件数は３件となり、現在１件が交渉

中である。 

令和５年度新設の空家リフォーム促進事業補助金に加え、令和

６年度は更に空家の利活用を促進するため、空家購入促進事業補

助金を新設し、周知を行った。空家リフォーム促進事業３件、空家購

入促進事業６件の補助を実施したが、中心市街地活性化区域内での対

象は無かった。
 

事業の今後に

ついて

今後もチラシ等により空家バンク登録の促進及び空家リフォー

ム促進事業補助金、空家購入促進事業補助金の周知啓発を行い、

空家所有者等の利活用に関する意識の向上及び空家の再利用の

促進を図っていく。また、移住希望者及び不動産関係団体に対

しても周知を行っていく。

 事業実施期間 平成 29 年度～【実施中】
 

事業概要
空家の適正管理の周知、実態調査、危険空家の除却推進等、計

画的な空家対策を推進する。
 国の支援措置名

及び支援期間
空き家対策総合支援事業（国土交通省）（令和２年度～）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

第２期伊勢市空家等対策計画に基づき、空家の適切な管理を促

す啓発について、固定資産税納税通知書約６万通へのチラシ同

封、被保険者死亡による保険料の変更通知である後期高齢者医

療保険料額決定納入通知書約 1,500 通へのチラシ同封を行うな

ど、広報周知を実施した。 

また、市民等から連絡のあった空家等については、周辺地域の

居住環境の向上を図るため、速やかに管理依頼を行い、老朽化

した危険な不良空家４件に対し除却補助を実施したが、中心市

街地活性化区域では対象は無かった。
 

事業の今後に

ついて

本年度に引き続き、空家法及び第２期伊勢市空家等対策計画に

基づき、管理不全空家の所有者に管理依頼を実施し改善を求め

るとともに、老朽化した危険な空家について早期除却をより促

進することで居住環境の向上を図っていく。
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 ④．木造住宅耐震補強等事業（伊勢市） 

 

⑤．まちなか移住創業促進事業【再掲】（伊勢市中心市街地活性化協議会） 

 事業実施期間 平成 21 年度～【実施中】
 

事業概要
木造住宅の居住安全性の確保あるいは除却を通じて、まちなか

の居住環境の向上に寄与する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

防災・安全交付金（住宅・建築物安全ストック形成事業）（国

土交通省）（平成 28 年度～）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

本年度の補助金交付決定件数は、以下のとおりとなった。 

 

・木造住宅無料耐震診断　区域内 97 件、区域外 393 件 

・耐震補強工事補助金　　区域内 ０件、区域外  ８件 

・空家除却補助金　　　　区域内 27 件、区域外 142 件 

 

耐震性のない木造空家の除却工事が促進されたことにより、地

域の安全性の向上に繋がった。
 

事業の今後に

ついて

本年度に引き続き、昭和 56 年５月 31 日以前に着工された木造

住宅の所有者に対して戸別訪問を行い、地震の危険性や耐震化

支援制度の案内を行うことで、耐震対策を促進する。 

耐震診断が完了した木造住宅のうち、耐震改修工事や空家除却

工事が未実施となっている住宅の所有者に対して、実施を促す

ために、電話・訪問等による働きかけを行っていく。

 事業実施期間 平成 28 年度～【実施中】
 

事業概要

伊勢市・商工会議所・まちづくり会社等の関係機関が連携し、

主に市外、県外からの移住希望者を対象に、創業、就業、子育

て支援等施策の PRや企画の検討、実施を行う。
 国の支援措置名

及び支援期間
国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市(企画調整課、商工労政課、住宅政策課、都市計画課)・

伊勢商工会議所・伊勢まちづくり㈱が出席する「移住創業促進

会議」を月 1 回の頻度で実施。当初の計画通り、令和６年度は

12 回会議を実施し各々が取り組むまちなか定住に関連する施

策、事業について情報共有・意見交換を行った。 

・中心市街地活性化基本計画掲載事業の進捗共有 

・三重県主催の大都市圏での移住相談会に関する情報共有 

・空家バンク制度、空家に関する補助制度 

・市内企業インターンに関する事業 

・シビックプライド醸成に向けた 

＞産官学連携事業 

＞地元の子供向け職業体験イベント事業 

・創業・移転促進補助金制度の情報交換 

・地域おこし協力隊の活動情報交換
 

事業の今後に

ついて

各団体の連携を維持し、各々が取り組むまちなか定住に関連す

る施策、事業の情報共有・意見交換を行うため、移住創業促進

会議を継続して実施する。
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 ⑥．店舗新築・住宅等リフォーム促進事業（伊勢市） 

 

⑦．伊勢市健康福祉ステーション利用促進事業【再掲】（伊勢市）【令和４年度追加】 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策 
令和７年度末に完成予定の「伊勢市駅前Ｃ地区第一種市街地再開発事業」による分譲

住宅の供給を行うことで、居住の促進を図り、目標達成に繋げる。　 

また、「木造住宅耐震補強等事業」や「住宅リフォーム促進事業」について、一定の

利用があり、安全で快適な居住環境の構築が進んでいることや、空家バンクへの登録件

数は少ないものの増加傾向にあることなどから、人口社会増に繋がっていくと考えられ

る。 

引き続き、空家物件の登録が進むように事業を進めていくとともに、空家購入補助金

事業の更なる周知により認知度向上を図り、空家の更なる利活用を推進する。

 事業実施期間 平成 27 年度～【実施中】
 

事業概要
住宅や店舗のリフォーム・増改築及び店舗の新築を行う場合

に、その工事費用の一部を補助する。
 国の支援措置名

及び支援期間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）
 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

事業の見直しにより、令和５年度から住宅施策の一環として住

宅政策課の空家リフォーム促進事業補助金と併せて、市内にあ

る申請者が自ら居住している住宅、またはリフォーム後に居住

を開始する住宅のみを補助対象とする「住宅リフォーム促進事

業補助金」を行っている。 
 

【令和６年度】※令和７年３月 31 日時点 

交付件数　市全体：201 件、中心市街地活性化区域内：18件 

【令和５年度】 

交付件数　市全体：201 件、中心市街地活性化区域内：23件
 事業の今後に

ついて

今後の住宅施策を進めていく中で、市内の住宅事情の動向を注

視して、施策の方針の見直しを検討していく。

 事業実施期間 令和５年度～【実施中】
 

事業概要

市街地再開発事業により、民間事業者が施行した伊勢市駅前地

区の施設に入居する伊勢市健康福祉ステーションの利用者の駐

車料金を無料化する。
 国の支援措置名

及び支援期間
国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市健康福祉ステーションは、民間の有料駐車場の利用を無

料とし、自家用車でも気兼ねなく利用できる環境を整えること

で、令和６年度は令和７年３月末時点で延約６万１千人の来所

者がある。特に、乳幼児が保護者と共に遊ぶことができ、自宅

から施設まで雨天時も濡れずに利用できる「駅前子育て支援セ

ンターキッズ☆もっとテラス」には、延約２万９千人の利用が

あり、中心市街地への人流拡大に貢献している。
 

事業の今後に

ついて

全市民の健康と福祉を総合的に支援する施設として事業を推進

するとともに、施設利用者への駐車場無料化の継続により、中

心市街地への来訪者拡大に寄与する。
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 （４）「観光関連施設等の利用者数」（目標の達成状況【　C　】） 

※目標設定の考え方認定基本計画 P87～P89 参照 

●調査結果と分析　 
 ※調査方法：観光統計 
※調 査 月：令和６年１月～令和６年 12 月 
※調査主体：伊勢市 
※調査対象：中心市街地活性化区域内の観光関連施設の利用者 

 
 

【参考指標】中心市街地内宿泊施設の宿泊者数 

　※参考指標の考え方は認定基本計画 P90 参照 

 
※調査方法：宿泊施設へ聞き取り 
※調 査 月：令和７年３月 
※調査主体：伊勢市 
※調査対象：中心市街地活性化区域 
 

〈分析内容〉 

目標指標の「観光関連施設等の利用者数」は46,869人となり、基準値を下回る結果と

なった。しかし、令和５年度実績と比較すると増加となっており、「お伊勢さん観光案

内人」の両宮案内が令和５年９月より再開されたことにより令和６年度の利用者増に繋

がったものと考えられる。また、参考指標である「中心市街地内宿泊施設の宿泊者数」

についても、令和５年度の実績より増加した。新型コロナウイルス感染症の影響からの

脱却や中心市街地の宿泊施設が増加傾向にあることが要因であると考えられる。 
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 R2 186,709
 R3 180,519
 R4 312,959
 R5 384,626
 R6 425,382
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 ●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 
①．伊勢神宮奉納全国花火大会（伊勢神宮奉納全国花火大会委員会） 

 

②．お伊勢さんマラソン（お伊勢さんマラソン実行委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 昭和 28 年度～【実施中】
 

事業概要

全国各地から選抜された花火師たちが神宮に花火を奉納し、日

頃の研鑽の成果を神都伊勢の夜空に放揚する「伊勢神宮奉納全

国花火大会」を開催する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 事業目標値・

最新値及び進

捗状況

令和６年度大会については、令和６年７月13日に開催し、商店

街を含む中心市街地の人流も平常時と比べて増加し、にぎわい

創出に繋がった。大会当日の観覧者数は約 19 万人となった。
 事業の今後に

ついて

令和７年度大会は、令和７年７月 19 日に開催。

 事業実施期間 昭和 57 年度～【実施中】
 

事業概要

伊勢市出身でアテネ五輪女子マラソン金メダリストの野口みず

き氏を大会長に迎えて「野口みずき杯中日三重お伊勢さんマラ

ソン」を開催する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

令和６年度のお伊勢さんマラソンは、12 月７日（土）・８日

（日）に開催した。 

新たに「みえ松阪マラソン」とのコラボ企画を実施するととも

に、５キロにおいてもエイド（補給食）ステーションを設置す

る等、大会の魅力向上を行った。エントリー期間を昨年度より

も１か月早く開始し、総エントリー数は 10,120人となり、昨年

度から 477 人増となった。 

参加賞のお伊勢さんチケット（500 円分）について、今年度か

ら中心市街地エリア（外宮参道）の店舗も利用可能とし、24 件

の利用があった。また、大会宿泊プランにおいて中心市街地エ

リアの宿泊施設が利用され、にぎわいの創出に繋げた。
 

事業の今後に

ついて

ハーフマラソンコースの一部変更やおもてなしの充実等を図

り、より魅力ある大会を開催することで、市外及び県外からの

参加者数を増加させる。マラソン参加者への中心市街地エリア

への宿泊や飲食利用等を促し、中心市街地のにぎわい創出を図

り、観光消費を上げていく。
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 ③．駅前等イルミネーション事業（伊勢市） 

 

④．公共交通機関とのタイアップキャンペーン事業【再掲】（伊勢市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成 23 年度～【実施中】
 

事業概要
伊勢市の玄関口にあたる伊勢市駅と宇治山田駅前広場及び伊勢

市駅前商店街にイルミネーションによる灯りの演出をする。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 
事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市駅前と宇治山田駅前、伊勢市駅前商店街にイルミネーシ

ョンを装飾し、中心市街地の夜の魅力と周遊性を高めるための

空間を演出した。 

設置期間：11 月１日～２月 14日
 

事業の今後に

ついて

イルミネーションによる灯りの演出により中心市街地エリアに

おける夜の魅力創出を図り、飲食店等の周遊を促して観光消費

を上げていく。

 事業実施期間 平成 26 年度～【実施中】
 

事業概要

公共交通機関とタイアップし、旅行商品と連動させたポスター

等を作成し、主要駅のポスター枠やデジタルサイネージ等に掲

出する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

東海旅客鉄道とのタイアップによる東京駅等でのポスター展開

について、４月～８月及び 11月～２月に掲出した。また、伊勢

市駅周辺の宿泊プランをはじめとした旅行商品販売実績は、上

期 3,908 件、下期 9,619 件となり、市内における特典のクーポ

ン引換実績は、上期 863 件、下期 1,777 件となった。東海旅客

鉄道の旅行商品販売方針の変更により、クーポン引換実績につ

いては、昨年度と比較して減少しているが、旅行商品の販売数

については、昨年度と比較して増加している。
 

事業の今後に

ついて

令和７年度についても継続して事業を推進する。なお、旅行商

品販売方針の変更により、従来の枠組みとは異なるが、引き続

き内容の充実を図る。
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 ⑤．着地型旅行商品造成事業【再掲】（伊勢市） 

 

⑥．ナイトタイムエコノミー推進事業（伊勢市観光協会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 事業実施期間 平成 17 年度～【実施中】
 事業概要 事業企画、旅行商品造成及びその販売促進を行う。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市駅周辺店舗で使用できるクーポンをはじめとする旅行商

品の販売実績は 21,627 件であり、昨年度と比較して微増となっ

ている。また、商品拡大に着手した。
 

事業の今後に

ついて

令和７年度事業は調整済みであり、企画商品の造成・改善をし

つつ、継続して事業を推進するとともに、第 63回神宮式年遷宮

を見据えた旅行商品造成の検討を進めていく。

 事業実施期間 令和３年度～【実施中】
 

事業概要
夜間の地域経済を振興し、本計画地域において飲食業など夜間

営業を行う業種へ新たな需要を喚起する。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 事業目標値・

最新値及び進

捗状況

夜の飲食店ガイドマップ「伊勢の夜」の情報を更新、5,000 部

を印刷して観光案内所や旅館等で配布した。

 事業の今後に

ついて

夜の飲食店ガイドマップを観光案内所等で配布し、中心市街地

の夜間営業を行う飲食店への誘客を図る。
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 ⑦．文化資源保存活用事業【再掲】（伊勢市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 事業実施期間 平成 19 年度～【実施中】
 

事業概要

「伊勢市全市博物館構想」に基づき、市全体を大きな博物館と

してとらえ、全域に広がる博物館や自然・文化資産などを相互

に連携させて有効活用を図る。各施設における企画展示や催し

物の開催、季節に応じた見どころなどの情報発信、郷土資料館

の整備などにより、誘客を図り、にぎわいを創出するものであ

り、中心市街地の活性化に必要な事業である。
 

国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月） 

中心市街地再活性化特別対策事業（総務省）（令和６年度～令

和７年度）
 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

伊勢市への転入者を対象とした、賓日館、伊勢河崎商人館、尾

崎咢堂記念館の無料入館チケットを配布する取り組みは、令和

６年７月から伊勢市 LINE 公式アカウントを活用したデジタルク

ーポンの使用も可能とし、令和６年度は全体で63件の利用があ

った。 

また、夏休み期間は市民を対象とした無料チケットの取り組み

を令和６年度から実施し、193 件の利用があった。 

「伊勢まるごと博物館スタンプラリー」についても、博物館施

設等へのパンフレット設置に加え、令和６年７月からデジタル

スタンプラリーを開始した。３施設以上まわった参加者 62人に

記念品を配布し、前年より 43人増加した。 

「夏休み博物館イベント」は、複数の施設で子ども対象の企画

を催し、745 人の参加があった。 

また、郷土資料館の開設に向けて、施設整備等の方針を整理し

た基本構想・基本計画を策定し、整備工事の詳細設計を行っ

た。
 事業の今後に

ついて

各博物館施設において、市民等に関心の高い催しの企画や、子

どもの施設利用を促す企画等、来館者の増加につながる取組を

進めていく。 

また、令和７年度中の郷土資料館の開設に向けて、展示製作・

工事を行う。
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 ⑧．観光客への情報提供事業（伊勢市） 

 

⑨．レンタサイクル事業（伊勢市観光協会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業実施期間 平成５年度～【実施中】
 

事業概要

「外国人観光客案内所」の認定を受けた観光案内所を年間 365

日開設し、観光客への適時適切な観光情報の提供を行う。中心

市街地内にある外宮界隈の様々なお店で特典が受けられるクー

ポンの販売や、旅行商品のノベルティ交換の請負、レンタサイ

クルの貸し出し等を行う。
 国の支援措置

名及び支援期

間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

案内件数：78,197 件（令和６年４月～令和７年３月） 

デジタルサイネージを活用した情報発信など、観光案内機能の

強化を行った。また、観光案内所において窓口案内、パンフレ

ット配布、電話問い合わせ等、市内を訪れる観光客に対して案

内サービス等の観光情報の提供を行った。
 

事業の今後に

ついて

デジタルサイネージを活用した情報発信など、インバウンド等

に対応した観光案内機能の強化や市内を訪れる観光客に対する

新たなニーズに合わせた観光情報の提供を行い、中心市街地活

性化を図っていく。

 事業実施期間 昭和 50 年度～【実施中】
 

事業概要

公共交通での利便性が悪い中心市街地のエリアへの観光客やビ

ジネス客の手軽な交通手段として、レンタサイクルを提供す

る。
 国の支援措置

名及び支援期

間

国の支援措置なし

 
事業目標値・

最新値及び進

捗状況

旅行会社等にて販売を行い、伊勢市駅手荷物預かり所、外宮前

観光サービスセンターで貸出を行った。レンタサイクル全体の

利用台数は、他社の参入があったことから団体利用等が減り、

前年度に比べ減少した。
 

事業の今後に

ついて

シェアサイクル事業者とも連携を図り、安心安全で利便性の高

いレンタサイクルの利用環境の向上により自転車利用者の利便

増進を図る。
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 ⑩．まちなか案内事業【再掲】（伊勢商工会議所ほか） 

 

⑪．観光客受入推進事業（伊勢市） 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策 
目標値である「観光関連施設等の利用者数」について、基準値を下回る結果となった

が、参考指標である「中心市街地内宿泊施設の宿泊者数」、伊勢神宮（内宮・外宮）参

拝者数とともに、令和５年より増加した。また、第63回神宮式年遷宮へ向けた諸行事が

始まり、機運の醸成も見込まれることから、今後、更なる参拝者や観光客の増加が予想

される。引き続き、関連事業を実施するとともに、事業の見直し等を図ることで、目標

達成は可能であると見込まれる。

 事業実施期間 平成 28 年度～【実施中】
 

事業概要

お伊勢さん観光案内人(商工会議所事業)、お伊勢さんまち歩き

クーポン(まちづくり会社)等、地元住民から観光客まで、まち

なかを案内するサービスを提供する。
 国の支援措置名

及び支援期間
国の支援措置なし

 

事業目標値・

最新値及び進

捗状況

「お伊勢さん観光案内人」事業は両宮案内、内宮案内を行って

いるが、令和６年度も集金拠点の問題から外宮案内は再開でき

なかった。また、第 63回神宮式年遷宮に向けて利用客数の増

加が期待されるが、近年の旅行形態の変遷や観光客のオンライ

ンデータ収集等により事業価値の低下が想定されることから、

事業改革に向けた検討を開始する。 

「デジタル版お伊勢さんまち歩きクーポン」は令和６年４月に

「お伊勢さんまち歩きチケット」としてリニューアルし、近鉄

ホールディングス㈱が運営するデジタルチケットサービス『ぶ

らりすと』で販売を開始した。
 

事業の今後に

ついて

「お伊勢さん観光案内人」事業は、キャッシュレス機能の追加

など新システムの導入によって効率化、外宮案内の再開を計画

し、事業の継続性について検討していく。 

「お伊勢さんまち歩きチケット」は、近鉄ホールディングス㈱

と『ぶらりすと』の周知やチケットサービスの利便性拡充に向

けて協議を重ねていく。

 事業実施期間 平成 27 年度～【実施中】
 

事業概要

伊勢市が、伊勢地域観光交通対策協議会及び三重交通と協働

で、パーク＆バスライド利用者を対象に、外宮前-内宮前間の

路線バス無料利用券を配布する。
 国の支援措置名

及び支援期間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（令和３年４月～令和

８年３月）
 事業目標値・

最新値及び進

捗状況

外宮前－内宮前間の路線バス無料利用券の配布事業は実施しな

かった。

 
事業の今後に

ついて

内宮エリアに過大に集中する観光客を市内へ周遊させること

で、滞在時間の延伸、観光消費額の向上を目指し、関係機関、

関係者と協議する。
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●令和６年度中心市街地活性化基本計画掲載事業として市が支出した補助金・負担金 

１　伊勢市駅前 C地区第一種市街地再開発事業　　　３２４，１７１，０００円 

２　都市機能再生促進事業（伊勢市駅前地区）　　　　１８，９９４，１００円 

　３　木造住宅耐震補強等事業　　　　　　　　　　　　　３，８４８，８７４円 

　４　空家総合事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０円 

５　商店街等振興対策事業　　　　　　　　　　　　　　４，１１６，９７９円 

　６　商店街空き店舗対策事業　　　　　　　　　　　　　６，４７２，２００円 

　７　商業魅力アップ支援事業　　　　　　　　　　　　　１，４４６，０００円 

　８　店舗新築・住宅等リフォーム促進事業　　　　　　　　　８８４，０００円 

　９　創業支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，７３７，０００円 

　10  伊勢のまつり開催事業　　　　　　　　　　　　　　９，２８０，００５円 

　11  ふるさと未来づくり事業　　　　　　　　　　　　４２，１０８，９２５円 

12  伊勢神宮奉納全国花火大会　　　　　　　　　　　５０, ０００, ０００円 

13  集大会・スポーツ合宿誘致補助金（事業）　　　　　２, ２９１, ０００円 

14  伝統継承行事初穂曳実施事業　　　　　　　　　　　２，４００，０００円 

15  お伊勢さんマラソン　　　　　　　　　　　　　　２７，３７８，３４６円 

　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　４９８，１２８，４２９円 



伊勢市駅前市街地再開発事業について

１ 伊勢市駅前Ｂ 地区第一種市街地再開発事業

（ １ ） 令和６ 年度収支状況（ 令和７ 年３ 月末）

期首現金： 120, 297千円

収 入： 291, 159千円

支 出： 301, 279千円

期末現金： 110, 177千円

（ ２ ） 令和７ 年度収支見込み（ 令和７ 年４ 月末現在）

期首現金： 110, 177千円

収 入： 287, 142千円

支 出： 214, 899千円

期末現金： 182, 420千円

２ 伊勢市駅前Ｃ 地区第一種市街地再開発事業

（ １ ） 工事の進捗について

令和７ 年４ 月現在： 10 階コ ンク リ ート 打設完了 進捗率約 40％

完 成 予 定 時 期： 令和８ 年１ 月末完成（ ２ 月引き 渡し ）

（ ２ ） マンショ ン販売状況について

令和７ 年４ 月末現在： 約８ 割（ 約 80 戸） 契約済み

産業建設委員会資料３ －１ （ 修正）
令和７ 年５ 月 28 日
担当： 都市整備部都市計画課



産業建設委員会資料３ ー２

令和７ 年５ 月28日

担当： 都市整備部都市計画課



日本版ライドシェアの実証実験について 

 

１ 目的 

 令和 5 年度に行った夜間のタクシー需給調査の結果に基づき、昨年度は不足台数

をライドシェア車両で補う実証実験を行い一定の成果を得ることができた。今年度は、

期間、時間、エリアを拡大し、事業性を検証することで、第 63 回神宮式年遷宮、イン

バウンドなどで増加すると予想される需要に対応できるか調査検証したい。 

※昨年度の実験結果については資料４―２ 

 

 

２ 令和７年度実験内容（案） 

（１）期間等 

①期間：8 月 1 日（金）～1 月 31 日（土） 

②曜日：金曜、土曜 ※12/31、1/1 も実施 

③時間：20 時～24 時 ※繁忙期は 26 時まで 

 

（２）車両台数 

金曜６台、土曜８台以内 

 

（３）利用可能エリア 

伊勢市内＋降車地の指定範囲を鳥羽方面まで拡大（調整中） 

 

（４）活用事業（予定） 

①国土交通省「交通空白」解消緊急対策事業（補助率 500 万円まで定額、500 万

円を超える部分は 2／3） 

②三重県交通不便地域等移動手段確保総合対策補助金（上記補助対象外に対し

て 50%（上限 500 万円）） 

 ※伊勢市予算については令和 7 年度当初予算 

 

 

３ 今後のスケジュール 

〇５月下旬以降  法人タクシー事業者との契約 

              ドライバー募集（法人による） 

〇６月上旬以降  広報活動開始 

〇８月１日～    実験開始 

産業建設委員会 資料４ －１  

令和７ 年５ 月２ ８ 日 

担当:都市整備部交通政策課 



概 要
●実証期間 令和6年12月5日（ 木） ～令和7年3月1日（ 土） ※12月31日（ 火） ・ 1月1日（ 水） も 実施

●運行概要 木曜（ 3台以内） 金曜（ 6台以内） 土曜（ 8台以内） 20時～24時

タ ク シー
300

昨年比配車依頼数1.6倍
実車数1.9倍

NRSが384件と

実車増に大き く 貢献

マッ チング率

+13.8%

78.5％
64.7％

タ ク シー
300

NRS
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タ ク シー

193

未実車 未実車

実車 実車

100％

75％

50％

25％

0％

800

600

400

200

0

【 配車依頼数およ び実車数】【 マッ チング率】

R5 R6R5 R6

735件

未実車

未実車

実車数

577件

1.6倍

1.9倍

464件

アプリ によ る 配車依頼が
増加し た中、 マッ チング
率も 13.8％改善し ている 。

12/5
12/12

12/19
12/26

12/31
1/2

1/9
1/16

1/23
1/30

2/6
2/13

2/20
2/27

タ ク シー繁忙シーズン

木金土： 繁忙週

連休

12月中は

タ ク シー繁忙シーズン

連休がある 週の需要が
高い（ 1/9の週を除く ）

繁忙期の金土
＝需要が高く 営業収入も 担保でき る

→R6の稼働台数を維持
通常期の金土
＝需要は高いが営業収入が担保でき ない

→R6よ り 稼働台数を減ら す
木曜日
＝需要も 少なく 営業収入も 担保でき ない

→実施し ない

１

2

3

配車依頼数
（ 需要）

営収基準ラ イ ン

需要の波動に合わせ、
稼働数の調整が必要。

R７ 年度ラ イ ド シェ ア実験内容（ 予定）

＜概要＞
●期間： 8月1日（ 金） ～1月31日（ 土）
●曜日： 金曜、 土曜 ※12/31、 1/1も 実施

●時間： 20時～24時（ 繁忙期のみ～26時）

●台数： 金曜6台、 土曜8台以内

＜令和７ 年度に取り 組むこ と ＞
(１ ) 利用可能時間・ エリ アの拡大

利用可能時間を 拡大し 、 深夜帯の
需要を 検証する 。 ま た待機場所を
分散する こ と によ り 、 中心地以外
の需要を 検証する 。

(２ ) 稼働台数の調整
需要の波動に合わせ、 通常期と
繁忙期によ り 稼働台数を 調整する

(３ ) 事業性の検証
稼働台数の調整によ り 、 通常期、
繁忙期と も に営業収入の基準を
超えら れる かど う かを 検証する

＜その他＞
●国およ び県の補助金を 活用予定

【 配車依頼実績（ 各週比較※） 】

※件数は日付のある 週（ 木・ 金・ 土） の累計各週

産業建設委員会資料４ －２
令和７ 年５ 月２ ８ 日

担当:都市整備部交通政策課

【 需要と 供給のバラ ンス 】



産業建設委員会 資料５  

令和７ 年５ 月２ ８ 日 

担当:都市整備部交通政策課 

産業観光部観光振興課 

情報戦略局デジタ ル政策課 

 

自動運転バスの実証実験について 

 

１ 目的 

第 63 回神宮式年遷宮において多くの来訪客が予想され、年々深刻化する運転手

不足という状況下で新たな輸送手段の確保が求められる。2033 年までに運転手を介

さないレベル 4 自動運転バスにより外宮内宮間の運行を可能にすることで、運転手不

足解消だけでなく乗っていただく方に歴史と最先端技術の融合を感じていただきたい。 

 

２ 令和 7 年度実験内容（案） 

（１）運行期間 

12 月頃の 2 週間程度 

 

（２）ルート  

近鉄五十鈴川駅～内宮前 

 

（３）使用車両 

 「Ｍｉｎｉｂｕｓ」（ティアフォー製自動運転ＥＶバス） 

定員：23 名（座席 15 名、運転席 1 名、立席 7 名） 

速度：最高速度 70km/h（実証時は 35km/h） 

※三重県桑名市、長野県塩尻市等で使用中 

 

（４）活用事業（予定） 

 ①国土交通省地域公共交通確保維持改善事業費補助金（補助率 80%） 

 ②三重県交通不便地域等移動手段確保総合対策補助金（上記補助対象外に対し

て 50%（上限 800 万円）） 

 ※伊勢市予算については 6 月補正で予定 

 

３ ロードマップ 

 

参考画像：Minibus 
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内宮周辺駐車場のあり方（中間とりまとめ）について

内宮周辺駐車場整備における、官民連携（PFI 等）の活用に向け、以下の項目について

検討し、中間とりまとめを行った。今後、VFM（事業収支）のほか諸条件の検討、議会でのご

意見等を踏まえて、最終案としてまとめていく予定である。

検討項目

（１）立体駐車場設置候補地

（２）既存市営駐車場

（３）駐車場料金

（４）事業スキーム

（５）VFM（事業収支）

１ 検討項目

（１） 立体駐車場設置候補地 【２ページ 参照】

目的：新たに８００台程度の駐車容量を確保する。

検討内容 規模 評価

案① 陸上競技場

西駐車場

現状の駐車場容量を潰すことになり、より大規

模な立体駐車場が必要。

都市公園法に基づく利用制限がかかる。

（建ぺい率制限を超過。）

台数：約 1,300 台

建築面積：5,300 ㎡

×

案② 五十鈴川中村

浄化センター跡地

利用者にとって遠い立地となり利便性が低い。 台数：約 800 台

建築面積：3,600 ㎡

△

案③ 市営宇治駐車場

（B5、B6 駐車場）

河川法第 26 条等により、建設不可能。 － ×

案④ 市営宇治駐車場

（B1～B4 駐車場）

案①と同様、大規模な立体駐車場が必要。

宇治浦田町交差点への交通負荷が高まる。

台数：約 1,300 台

建築面積：5,300 ㎡

△

案⑤ 五十鈴公園

駐車場

（用地拡張含む）

利用者にとって利便性が高い。

都市公園法に基づく利用制限がかかる。

（建ぺい率の範囲で建設可。）

台数：約 800 台

建築面積：3,600 ㎡

〇

案⑥ その他民地 用地買収のために多額の経費が必要。

近郊での用地取得が困難。

－ ×

中間とりまとめ 最終案

産業建設委員会 資料６
令和７年５月２８日

担当:都市整備部交通政策課
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立体駐車場設置候補地 位置図

（２） 既存市営駐車場（A 及び B 駐車場）

大規模なレイアウト変更は行わず、出入口の位置調整及び増設を検討する。

また、キャッシュレス決済及び事前精算方式を導入する。

（３） 駐車場料金

現行の料金体系に昨今の物価高騰を加味するとともに、近隣民間駐車場の水準を

踏まえつつ、臨時駐車場料金（1,000 円）との不公平是正を勘案しながら、事業収支バ

ランスを得られる料金体系を検討する。

（４） 事業スキーム

民間ノウハウを最大限に活用するため、立体駐車場建設や既存市営駐車場の機器

類更新等を含めた、駐車場全体の設計・施工・運営を包括発注する方法をベースに検

討する。

２ 今後のスケジュール（案）

令和７年８月 産業建設委員会へ最終案提出

令和８年度 実施事業者 公募

《駐車場整備・維持管理・運営を実施する事業者の公募》

令和９年度 基本計画・基本設計

令和 10 年度 実施設計・立体駐車場等整備工事・各種機器類更新

令和 11 年度 立体駐車場等竣工


